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Ｉ 研究の目的 

 教師として日頃の社会科の授業実践を行う中から次

のような二つの問いが生まれた。一つは、子ども達に

とって社会的事象のつながりやそのしくみを｢理解す

る」ことと「公民的資質の基礎を養う」ことをつなげ

るためにはどのような学習が必要なのだろうかという

問いである。もう一つは、現代社会の中で現れている

若者や子どもを取り巻く様々な問題から、これからの

社会の形成者として子どもたちに育てなければならな

い資質とはどのようなものなのかという問いである。

改正後の教育基本法の「教育の目標」の中の一文から

筆者は特に「公共の精神」という言葉に着目し、その 

言葉の後に続く「主体的に社会の形成に参画し、その

発展に寄与する態度」を基底する公共の精神とはいか

なるものかを明らかにしたいと考えた。 

 そこで、本研究では、現代社会に求められる公共性

とはどのようなものであり、その育成の為にはいかな

る社会科の授業を創っていけば良いかを考えていきた

い。 

 よって、本研究の目的は、まず、これからの社会に

おいて求められる公共性とはどのようなものであるか

を明らかにし、小学校社会科における児童の公共性の

育成にとって有効な授業の在り方について授業実践を

通してその有効性を検証することである。 

Ⅱ 研究の方法 

 本研究の方法は､以下の①から④の段階を経て行う。 

①現代社会における青少年の問題と社会科教育の問題

を考察し、現代の子どもたちに必要な力と、今日求め

られている新しい公共性との関連を示す。 

②佐藤学氏が展開する「学びの共同体」の形成の在り

方に着目し、文献の講読を通して、これからの学校教

育において対話することと市民的公共性の育成とのつ

ながりを明らかにする。 

③①と②での検討に基づいて、市民的公共性の育成に

有効な小学校社会科の授業構想について「学習題材」

と「学習方法」と「学習過程」の3つの視点から理論

づける。 

④③の理論に基づき、市民的公共性の育成に有効な社

会科授業の具体的な単元の開発と実践授業による検証

を行う。 

Ⅲ 研究の結果 

(1)青少年を取り巻く課題からみた市民的公共性の必

要性 

第一章では青少年の諸課題を現代社会においての課

題とこれまでの社会科教育における課題の二つの視

点から検討した。そしてそのことからこれから子ど

も達に育てていきたい資質としての市民的公共性を

定義した。 

 青少年を取り巻く諸課題の実情の明確化とその要

因の検討から、筆者は、子ども達にとって、自らの身

近な空間とそれを形成する他者との関係性を市場原

理を脱却したところで体感すること、そしてその社会

との相対化を通して自己を形成することが求められ

ていると考えた。また、教師の課題として子どもが学

校で学ぶ「社会」と自らが形成者となっていく「社会」

とが合致するよう「社会の問題や課題」の内容と共有

化の方法の検討、共有化の空間の創造が課題であると

考えた。 

 これらに加えて、現代は変化の激しい社会である。

これからの社会に求められているのは､よりよい社会

を自分たちで創造していこうとする意欲と実践力（下

線筆者）であると考える。そしてこの意欲や実践力の

基盤となる精神が公共の精神であり、子どもや大人の

別なく社会の形成者一人ひとりに涵養される必要の

あるものだと筆者は考える。そして、より重要なのは

上記下線部のような意欲と実践力が国家権力によっ

て規定されるものではなくその目的や動機が明確化

されることと手段や過程が吟味されることを通して

個人の中で志向されることが必要であると考える。 

 これらのことから筆者は社会科教育を通して子ど

もたちに育てたい資質を以下のように捉え､本論で述

べていく「市民的公共性」と定義した。 

 自分と他者との多様な関係性の体感を通し共有化さ

れた｢みんなにとってよい｣という価値観に基づき､社

会を創造していこうとする志向性 



（2)市民的公共性の育成を目指した小学校社会科の

授業構想 

第二章では､小学校段階での市民的公共性の育成を

目指した社会科授業についてその構想を「学習題材」

と「学習過程」と「学習方法」の3つの視点で理論づ

ける。  

市民的公共性の育成を図るためには、学級を市民的

公共性の育成の為の空間として成立させる必要があ

ると考えた。そこで､佐藤学氏が述べている「学びの

共同体」の形成の理論を手がかりに、「対話」による

授業構成を考えた。よって、「学習方法」としては自

分や教師や友達だけでなく様々な立場の方々との｢対

話」をキーワードとして構想した。また、「みんなに

とって良い」という価値観の追究を個人内の価値追究

の段階と市民的見地に立った価値追究の段階で組み

立てる「学習過程」を取り入れた。さらに、市民的見

地にたって価値を追究していけるために「学習題材］

として地域の課題を取り上げた。これらのことを鑑み

て筆者が勤務する小学校での第5学年の社会科学習の

小単元の開発と実践を行うこととした。 

(3)検証受業:小単元「自然災害とわたしたちのくら

し」（小学校5年生） 

 平成22年10月に検証授業を行った。東京新都心に

位置する小学校の第5 学年の児童35 名に次のような

問いをもって授業を進めた。問いは、「もし大地震が

発生し、近隣に多数の帰宅困難者や滞留者が出てさら

に多数の負傷者が救護医療所である自分達の学校に

運ばれてきたら、限られた条件の中でそれらの人達を

受け入れるのか。」というものである。自分達だけの

考えではなく、この問題についてさまざまな立場の人

から話を聞き、さらに意見を交換する場を設定するこ

とで「みんなにとって良い」という価値観の形成を図

った。 

Ⅳ 考察 

(1)成果 

 次の四点を研究の成果として挙げる。第一点はこれ

からの社会に求められる公共性を｢市民的公共性｣と位

置づけその必要性について青少年を取り巻く諸課題か

ら明らかにした点である。第二点は、これからの社会

科教育の在り方について、「価値追究のプロセス」を取

り入れた学習過程の構想を提示した点である。第三点

は、「地域の課題」を学習題材とし、「対話｣を学習方法

とし、「価値的探求」を重視した学習過程を取り入れた

授業の構想の有効性である｡第四点として、検証授業を

通して学校を核とした「学びの共同体」の拡がりが見

られた点である。 

(2)課題 

 課題については次の二点である。一つは、「価値的

探究のプロセス」を学習過程とした社会科の授業にお

ける市民的公共性以外の育てるべき力の育成の在り

方である。二つ目は「立場の違う人の考え方」との出

会わせ方を単元の中でどのように構成していくのが

有効なのかということである。そして価値を追究して

いく問題については対話の為に必要になる要素の理

解が発達段階に合致したものであるか検討しなけれ

ばならないということが課題として明らかになった。 
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